
市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

アニサキス症について
福井勝山総合病院
消化器内科　大藤和也

　

3
年
以
上
に
わ
た
っ
て
日
常
生
活
を

制
限
し
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
5
類
感
染
症
へ
と
移
行
し
、
徐
々

に
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
暑
い
季
節
に
な
り
、
お
寿
司
や
お

刺
身
を
食
べ
な
が
ら
冷
え
た
ビ
ー
ル
で
一

杯
や
り
た
い
も
の
で
す
。
と
、
い
う
こ
と

で
今
回
は
水
を
差
す
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
海
産
物
に
潜
む
感
染
症
の
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ア
ニ
サ
キ
ス
症
と
い
う
病
気
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
中
に
は

実
際
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
。
ア
ニ
サ
キ
ス
と
い
う
寄
生
虫

は
サ
バ
、
ア
ジ
、
サ
ン
マ
、
カ
ツ
オ
、
イ

カ
な
ど
様
々
な
魚
介
類
に
寄
生
し
て
い

ま
す
。
生
鮮
海
産
物
を
食
べ
る
こ
と
で
ア

ニ
サ
キ
ス
が
ヒ
ト
の
胃
や
腸
な
ど
に
食
い

つ
い
て
発
症
す
る
病
気
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー

に
よ
り
症
状
を
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
ア
ニ
サ
キ
ス
症
の
発
症
は
多
く
は
胃
に

起
こ
り
ま
す
が
、
小
腸
や
大
腸
に
も
ア
ニ

サ
キ
ス
症
を
発
症
す
る
場
合
が
あ
り
、
症

状
の
程
度
は
様
々
で
す
。
胃
ア
ニ
サ
キ
ス

症
で
は
無
症
状
も
あ
れ
ば
数
時
間
後
か

ら
胃
の
あ
た
り
の
激
し
い
腹
痛
や
嘔
吐

を
生
じ
る
例
も
あ
り
ま
す
。
腸
ア
ニ

サ
キ
ス
症
で
は
腹
痛
以
外
に
も
腸
閉

塞
症
状
を
発
症
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
腹
部
の
症
状
以
外
に
も
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
と
し
て
蕁じ
ん
ま
し
ん

麻
疹
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
症
状
を
起
こ
す
場
合
も
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　
治
療
は
胃
ア
ニ
サ
キ
ス
症
で
あ
れ
ば
内

視
鏡
で
直
接
虫
体
を
摘
出
す
る
の
が
最
も

効
果
的
で
、
摘
出
す
る
と
腹
痛
も
お
さ
ま

り
ま
す
。
腸
な
ど
摘
出
で
き
な
い
場
合
な

ど
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
薬
を
飲
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
ヒ
ト
の
体
内
で
は
約

1
週
間
程
度
で
死
滅
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
予
防
法
と
し
て
は
60
度
以
上
で
の
1
分

以
上
の
加
熱
、
マ
イ
ナ
ス
20
度
以
下
で
の

24
時
間
以
上
の
冷
凍
に
よ
っ
て
ア
ニ
サ
キ

ス
は
死
滅
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
処
理
を
し
て
あ
れ
ば
問
題

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
酢
で

締
め
た
り
、
塩
漬
け
、
醤
油
に
漬
け
た
り

し
て
も
死
に

ま
せ
ん
の
で

注
意
が
必
要

で
す
。
生
鮮

海
産
物
を
食

べ
た
後
に
腹

痛
な
ど
み
ら

れ
た
場
合
は

病
院
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

荒
土
小
学
校
②

　
そ
の
後
の
学
校
の
歴
史
を
最
初
に
太
平

洋
戦
争
前
か
ら
簡
単
に
た
ど
っ
て
み
る
。

大
正
６
年（
1
9
1
7
）に
校
舎
を
増
築
し

た
が
昭
和
２
年（
1
9
2
7
）に
降
雪
の
た

め
倒
壊
し
た
。「
沿
革
誌
」
に
「
二
月
十
一

日
降
雪
甚
シ
キ
為
メ
人
夫
ノ
不
足
ヲ
…
」

と
さ
れ
て
い
る
。
９
年
に
鰐
淵
源
が
作
詞

し
山
口
保
治
の
作
曲
に
よ
る
当
校
の
校
歌

が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
後
に
昭
和
40
年

に
作
詞
が
鰐
淵
健
之
、
作
曲
望
月
敬
明
に

よ
る
現
在
の
校
歌
に
改
め
ら
れ
た
。
戦
争

の
激
化
に
と
も
な
い
16
年
４
月
に
校
名
は

荒
土
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。　

　
次
に
戦
後
の
歴
史
を
た
ど
る
。
昭
和
22

年
４
月
、荒
土
村
立
荒
土
小
学
校
と
改
称
、

翌
月
荒
土
村
立
荒
土
小
中
学
校
と
併
設
と

な
っ
た
。
翌
年
３
月
25
日
細
野
分
校
が
全

焼
す
る
災
難
に
見
舞
わ
れ
た
。
24
年
４
月

小
中
学
校
併
設
が
解
か
れ
荒
土
小
学
校
と

な
っ
た
。
昭
和
29
年
勝
山
市
が
成
立
し
、

校
名
は
勝
山
市
立
荒
土
小
学
校
と
改
称
さ

れ
た
。
同
34
年
本
館
新
築
、
以
下
体
育
館

な
ど
も
新
築
さ
れ
以
後
老
朽
化
に
と
も
な

い
60
年
ま
で
に
改
築
工
事
が
完
成
し
た
。

　

一
方
、
細
野
分
校
落
成
式
は
昭
和
50
年

に
行
わ
れ
た
が
、
在
校
生
３
名
と
な
り
平

成
20
年（
2
0
0
8
）３
月
に
、
ほ
ぼ
1
3
0

年
余
に
わ
た
る
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
写
真
は
大
正
10
年
に
門
弟
に

よ
り
建
て
ら
れ
た
三
浦
栄
信
の
筆
塚
で
校

舎
の
跡
地
に
立
つ
。
長
女
の
ま
ち
が
明
治

41
年（
1
9
0
8
）同
校
に
赴
任
し
て
い
る
。

　
戦
前
の
話
に
戻
る
。
昭
和
８
年
陸
軍
特

別
大
演
習
が
福
井
で
行
わ
れ
昭
和
天
皇
が

行
幸
さ
れ
た
。
県
内
の
小
学
校
で
は
植
物

採
集
が
行
わ
れ
、
当
時
の
採
集
標
本
が
勝

山
市
内
３
校
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。
残
念

な
が
ら
当
校
の
標
本
は
失
わ
れ
て
い
る
が

記
録
は
残
る
。「
四
月
以
来
生
物
採
集
、

成
績
品
作
製
ニ
全
力
ヲ
尽
セ
リ
…
ソ
レ
ラ

の
提
出
ハ
…
貝
類
ハ
八
月
二
十
八
日
鯖
江

女
師
ヘ
持
参
…
葉
煙
草
ハ
校
長
直
接
県
ヘ

持
参
セ
リ
。
内
特
ニ
光
栄
を
浴
セ
シ
ハ
貝

類
オ
ホ
カ
ワ
ニ

ナ
・
エ
チ
ゼ
ン

ケ
マ
イ
マ
イ
ハ

献
上
品
ト
ナ

リ
、
葉
煙
草
ハ

展
覧
ヲ
賜
フ
」。

ふるさとを訪ねて
～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

シ
リ
ー
ズ「
市
内
の
小
学
校
」
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史
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第
４
次
勝
山
市
食
育
推
進
計
画
を�

�

策
定
し
ま
し
た

　

勝
山
市
で
は
、
令
和
5
年
3
月
に
食

育
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、
今
後
５
年
間
の
食
育
推
進
に
お

け
る
目
標
と
方
向
性
を
示
す
「
第
４
次
勝

山
市
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り

が
「
食
」
に
つ
い
て
再

認
識
、
も
う
一
歩
踏

み
出
し
た
「
食
育
」
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

６
月
は
食
育
月
間

　
「
食
育
」
と
は
生
き
る
上
で
の
基

本
で
あ
り
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の

基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。ま
た
、様
々

な
経
験
を
通
し
て
「
食
」
に
関
す
る

知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習

得
す
る
こ
と
で
、
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育

て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

計画全文は
こちら

基
本
理
念
と
基
本
目
標

　
第
４
次
の
計
画
で
は
、
基
本
理
念
「
食

に
親
し
み
、
食
を
楽
し
も
う
～
食
は
生

き
る
力
～
」
に
基
づ
き
３
つ
の
基
本
目
標

を
立
て
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

目
標
を
達
成
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

心
身
と
も
に
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

①�「
食
」
を
通
し
て
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
健
康
づ
く
り

・
規
則
正
し
い
食
事
を
す
る

・
家
族
で
食
事
を
す
る

・�

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
実

践
す
る

②�

地
場
産
物
を「
知
る
」「
つ
く
る
」「
食
べ

る
」こ
と
に
よ
る
地
域
づ
く
り

・
地
場
産
物
の
利
用
拡
大

・
旬
産
旬
消
の
実
践

・�

和
食
、
伝
承
料
理
、
行
事
食
を
継
承
す

る③
食
に
よ
る
人
づ
く
り

・「
食
」に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ

・
食
事
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
身
に
つ
け
る

・�

農
業
体
験
を
通
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を

育
む

食に感謝し、理解を深める取り組み食に感謝し、理解を深める取り組み
　日常生活では、食が豊富に存在することが当
たり前のように受け止められ、買いすぎや作り
すぎ、食べ残しといった食品の廃棄が発生して
います。少しでも減らすため、命をいただきま
すの気持ちで食べ物を大切にしましょう。

◉「蚤の市」でフードドライブ
　勝山市消費者団体連絡協議会が毎月開催する
「蚤の市」 では、家庭で余っている食品なども
受け付け、 「蚤の市」に来られた方にお渡しした
り、社会福祉協議会や福井県民
生活協同組合のフードドライ
ブ事業を通して支援が必要な
方に届けています。

◉農業体験・稚鮎の放流体験
　市内の子どもたちは、農業体
験や稚鮎放流体験を通して「食
の大切さ」を育んでいます。
※�10月には、さつまいも掘り
体験を開催予定です

勝山のおいしい農作物をたべよう勝山のおいしい農作物をたべよう
（地産地消・地消地産の推進）（地産地消・地消地産の推進）

　勝山では、お米の他にさといも、ねぎ、ナス、
ミディトマトなどの野菜が市内全域で作られて
います。また、若猪野メロン、西ヶ原のにんにく、
野向のエゴマなどは集落をあげて生産されてい
ます。これらの農作物などは、農林水産物直売
所や道の駅などで販売されています。ぜひご賞
味ください。

◉�勝山の地域ブランド「九頭竜川勝山あゆ」をお
楽しみください
　勝山の鮎は全国でも有数の鮎として認められ
ています。広報かつやま5月号プラス版に掲載し
た「川魚応援クーポン」をぜひご
利用ください。また、今年度は、
市内の全小中学生に九頭竜川勝
山あゆを給食などで提供します。

勝山市農業男子・農業女子を
応援ください‼

市内の若手就農者
情報はこちら

蚤の市の情報
はこちら

三浦栄信の筆塚

稚鮎の放流体験
（荒土小学校）
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